
（　　　）内は、前年度当初

196億 8千万円 （　187億円、前年度比105.2％）

※原則として百万円単位で四捨五入による端数整理を行っているため合計等が一致しない場合がある。

83億 3千万円 （　83億4千万円）

24億 5千万円 （　21億5千万円）

（臨時財政対策債　　８億５千万円） （  8億5千万円）
（地方交付税＋臨時財政対策債　　33億円） （　30億円）

44億 7千万円 （　39億1千万円）

12億 1千万円 （　9億6千万円）

（うち臨時財政対策債　８億５千万円） （　8億5千万円）
（臨時財政対策債除く　３億６千万円） （　1億1千万円）

27億 8千万円 （　27億6千万円）

平 成 31 年 ２ 月
津 島 市平成31年度 一般会計当初予算案のポイント 

１ 予算規模 

２ 歳   入 

 「つしま成長戦略 第2弾」の着実な推進に向け、限られた財源を重点的かつ効
果的に配分する「選択と集中」を基本として予算編成を行った。 
 

 予算規模としては、前年度（骨格予算）と比較して、扶助費の増（＋5.3億
円）、投資的経費の増（＋4.1億円）等により、前年度比9.8億円の増。 

(1) 市   税 

 景気は、緩やかな回復が続くことが期待されるが、海外経済の不確実性など、景気が

下押しされるリスクに留意する必要がある。  

 

                                                                                                        

 個人市民税は、人口の減少、税制改正の影響等によりほぼ横ばい。 
 固定資産税は、新築の住宅の件数の伸び悩み等により微増。 
 たばこ税は、健康志向の高まりの影響等により減。 
 市税全体では、前年度比0.1億円の減（△0.1％）。 

(2) 地方交付税 

  地方財政計画の内容、過去の算定誤りに対する措置の終了等を踏まえ、前年度比3億円
の増（＋14.0％）。 

(3) 国・県支出金 

 国庫支出金については、子どものための教育・保育給付交付金（＋1.2億円）、生活保

護費国庫負担金（＋0.8億円）、保育所等整備交付金（＋0.8億円）、社会資本整備総合

交付金（＋0.7億円）の増。 
 県支出金については、施設型教育・保育給付費等県負担金（＋0.5億円）、農業農村整
備事業費県補助金（＋0.3億円）の増。 
 全体では、前年度比5.6億円の増（＋14.4％）。 

(4) 市   債 

 道路等整備事業債（＋0.5億円）、民間保育所整備事業債（＋0.3億円）、市営住宅整
備事業債（＋0.2億円）、社会資本整備総合事業債（＋0.2億円）の増。 
 臨時財政対策債は、前年度同額。 
 市債全体では、前年度比2.5億円の増（＋25.7％）。 

(5) そ の 他 

 ふるさとつしま応援寄附金の増（＋0.6億円）等により、前年度比0.2億円の増 
（＋0.6％）。 
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4億 4千万円 （　5億8千万円）

34億 9千万円 （　35億4千万円）
（うち退職手当　　1億円） （うち退職手当　1億7千万円）

億　　円

54億 8千万円 （　49億5千万円）

14億 7千万円 （　14億9千万円）

 7億 6千万円 （　3億5千万円）

39億 4千万円 （　39億7千万円）

45億 4千万円 （　44億円）

３ 歳   出 

(6) 財政調整基金からの繰入れ 

  財源不足に対しては財政調整基金繰入金を計上して対応（年度内における財源の状況

を確認しながら全額解消に努めていく）。 

 
 【参考】 
  平成３０年度末時点の財政調整基金残高（見込）：10.5億円  

(1) 人 件 費 

 退職手当の減（△0.7億円）等により前年度比0.5億円の減（△1.4％）。 

(2) 扶 助 費 

 施設型等給付費の増（＋1.7億円）、生活保護扶助費の増（＋1.1億円）、子ども医療
扶助費の増（＋0.8億円）等により、前年度比5.3億円の増（＋10.7％）。 

(3) 公 債 費 

 市債元金償還金の減（△0.1億円）、市債利子償還金の減（△0.1億円）により前年度
比0.2億円の減（△1.3％）。 
 なお、平成31年度末の市債残高見込は167億9千万円で、ピーク時（Ｈ11：219億
円）の76.5％の水準。 

(4) 投資的経費 

 民間保育所等緊急整備費補助事業の増（＋1.4億円）、社会資本整備事業の増（＋1.5
億円）、単独土地改良事業の増（＋0.6億円）等により、前年度比4.1億円の増 
（＋117.0％）。 

(5) 他会計への繰出等 

 病院会計支出金の減（△0.8億円）、介護保険特別会計繰出金の増（＋0.4億円）等に
より、前年度比0.3億円の減（△0.8％）。 

(6) その他の行政経費 

 ふるさと応援寄附金の返礼品事業の増（＋0.9億円）、風しんの追加的対策事業の増
（＋0.3億円）、市営住宅解体事業の増（＋0.3億円）、旅券発給事業の増（＋0.2億
円）、企業誘致補助金の増（＋0.2億円）等により、前年度比1.4億円の増（＋3..2％）。 
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４ 主な事業 

区分 3１予算額 所管部局

子どもの居場所づくり事業【拡充】 8,227 健康福祉部

23,625 健康福祉部

子ども医療費支給事業【拡充】 241,359 健康福祉部

災害廃棄物処理計画策定事業【新規】 4,994 市民生活部

消防ポンプ自動車整備事業 21,470 消防本部

12,750
市長公室

建設産業部

社会資本整備事業（歴史・文化ゾーン整備事業） 9,500 建設産業部

7,656 建設産業部

20,544 教育委員会

尾張津島天王祭鉄船塗装修繕補助事業 1,886 教育委員会

社会資本整備事業（道路・通学路整備等） 152,320 建設産業部

7,273 建設産業部

企業誘致補助事業 43,797 建設産業部

健康づくり関連 風しんの追加的対策事業【新規】 25,095 健康福祉部

4,925 市長公室

ふるさと応援寄附金の返礼品事業 114,955 市長公室

旅券発給事業【新規】 20,668 市民生活部

（単位：千円）

事業等名称

子ども・子育て関連

防災関連

歴史・文化のまちづ
くり関連

門前町再生事業

山車蔵修景整備補助事業

地域子ども・子育て支援事業（民間保育所一時預か
り事業補助、病児・病後児保育事業補助、ファミ
リー・サポート・センター事業）【拡充】

上記以外の取組

津島“にぎわい”創出プロジェクト事業

総合計画策定事業

都市計画マスタープラン等策定事業【新規】インフラ整備関連
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１億８，８７８万円 （補正後予算額：210億5,675万5千円）

　

平成30年度3月補正予算案（一般会計）のポイント 

１ 補正予算の規模 

 事業費や補助金等の額が確定した事業について財源調整を行うほか、国の補正予算
を活用した事業や、財政調整基金への積立等を行う。 

２ 主な補正内容 

増額補正の主なもの 

 ○耐震性貯水槽設置事業（市長公室）           ９８，８３８千円 
  → 蛭間小学校耐震性貯水槽設置工事実施に伴う経費 
  
 ○神守公園整備事業（建設産業部）           １００，７００千円 

  → 神守第１、第２公園整備工事実施に伴う経費 

 

 ○プレミアム付商品券事業（建設産業部）         ３５，９１１千円 

  → 低所得・子育て世帯対象の商品券発行に伴う経費  

 

 ○財政調整基金積立金（総務部）            １１７，０００千円 

  → 財政調整基金への積立金 

減額補正の主なもの 

 ○障がい児通所給付費（健康福祉部）          △３７，０９４千円 
  → 事業費の確定によるもの 
 

 ○児童保護運営事業（健康福祉部）           △３４，８４３千円 
  → 補助金の所要額が当初の見込みを下回ったため 
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